
起因物、事故の型：荷姿の物 - 飛来・落下の死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

業種小

コード

労働

者規

模

1 7～8

会社の敷地内でトラックから材料の荷下ろしを一人でしていたところ、

材料の重さや長さの確認を怠ったため加減が分からず、引っ張った際に

荷台から荷物が外れて左手の親指の先に落ち、そのまま肘をついたため

左手首を骨折した。

51 30309
10～

29

1
11～

12

4階作業場にてピッキング作業時、中軽量棚の下段の商品を取ろうとしゃ

がんだ際に、同時進行で補充作業をしていた補充担当者が、同じ中軽量

棚の上部に仮置きしていた商品を誤って落下させ、被災者の頭に当たり

負傷した。

42 50101

100

～

299

1
10～

11

商品格納のため長尺台車に柔軟剤の箱（重さ約9kg）を積み運搬してい

た。 倉庫の鉄扉用の敷居をまたぐ際、キャスターが引っかかるのを防ぐ

ため、台車先端のヘリを持ち上げて引こうとしゃがんだ所、重さ約9kgの

箱が落下し右側頭部・肩に当たり負傷した。

34 80209

100

～

299

1
12～

13

物流倉庫内で入荷作業中に棚に商品を置こうとしたところ、手がすべり

足元に約7.5kg程の商品が落ち、角が右親指内側に当たり骨折してしまっ

た。

25 170101 ―

1
17～

18

事業場所構内にて、トラックから荷物の家具を積み降ろして、板台車に

乗せようとした際、家具に巻かれていたPPバンドを握り、持ち上げて隙

間に板台車を入れ乗せようとしたところ、PPバンドが家具から外れ、持

ち上げていた約80cmの高さから家具が落ち、右足甲に接触して負傷し

た。

50 40301
50～

99

事業所内でトラックから荷締めをほどいていたところ原木が落下してき



1 6～7
た。 ヘルメット着用有り、固縛ワイヤロープをチェーンブロックで荷締

めをほどいていた時に厘木（長さ400、重さ10kg）1本が落下した。 し

びれが有る。 後遺症が残るという話はない。

50 40301 1～9

1
9～

10

客先にて荷降ろし作業中、手が滑ってパレットを左足の上に落としてし

まった。
33 40301

30～

49

1
14～

15

工場中で、4tトラックから降り、積荷を降ろそうとして後ろのドア（観

音開き）を開けた。 その際、積荷がドアを押し、約250kgのドラム缶が

落下し、避けようとしたが間に合わず、背中に当たり負傷（打撲）し、

その勢いで地面に押し倒され、左太腿を打撲した。

69 150102
10～

29

1 8～9

工場内において、米のフレコンパック（1,000kg）をクレーンでつり上

げ、米のフレコンパック下部の紐をほどき中身を排出する作業中に、ク

レーンにつるす紐が切れ、米のフレコンパックとガードパイプの間に頭

が挟まれた。

56 10109

100

～

299

1 0～1

トラック2台を平行に並べて、トラックからトラックへ、積荷の移動をし

ていた。 積手のトラックとトラックのアオリに乗せて受け取る作業中、

アオリが揺れて荷物が足元に落下して右足甲を負傷した。 我慢をした

が、腫れがひどくて歩けなくなった。

61 40301
50～

99

1
12～

13

当社倉庫にて、倉庫の片づけの作業中、段から電気工事の作業に使うス

チール（1m位）を取り出す際に、スチールか跳ねて先端についている金

具が左目に当たり負傷した。

49 30309 1～9

1
11～

12
出張作業中に荷物が落下してきて、左肩と肘の損傷をした。 19 80401

50～

99

1
20～

21

フロアにおける後片付け作業中、テーブルクロスの交換後に、テーブル

中央へ載せるターンテーブル（円形、直径68cm、重さ17kg）を両手で

抱えテーブルに載せようとした際に、誤って手を滑らせターンテーブル

が落下し、左足親指の上にターンテーブルが直撃した。

28 140201
10～

29

商品を納品する納品先でロール紙2本をトラックの荷台から降ろす作業中



1
11～

12

にロール紙が落下し、その下敷きになり死亡した。 通常は後ろドアを開

けて降ろす所、今回は横ドアを開けて降ろす作業を行ったため車体（荷

台）が傾きロール紙が転がりやすい状態になり、歯止めが不十分であっ

た為転がりに加速がついて落下したのではないかと思われ、被災者が転

がりだしたロール紙を止めようとしてその下敷きになった模様である。

45 40301
30～

49

1
11～

12

当社工場において、作業長と2名で在庫鉄板の整理中、運搬していた鉄板

（9t×450×500）を持ち上げた時、手を滑らせ右足甲部に落下し、親指

母指基節部を骨折した。

30 30309
10～

29

2 11~12

倉庫内にて、フォークリフトで商品の載ったパレットをラックの2段目に

格納する際、最上部の商品1ケースが載っていることを見落とした為、そ

の商品がラックの枠にぶつかり落下し、左手にあたり負傷したもの。 発

生当初は、負傷箇所を固定し休業せずに勤務を続けその後もリハビリを

続けていたが、1年経過しても回復が思わしくない為、今回手術をするこ

とになり、休業が発生したものである。

50 50101
50～

99

2 15~16

県道で、1.5t車へトラックで（荷物なし）走行中に対向車のトレーラー

が、脇見をして、左の縁石にタイヤをぶつけてバーストして操縦不能に

なり、対向車線（自車の車線）に進入し正面衝突した。

39 11301
10～

29

2 19~20 荷下ろしをしている際、荷物が後頭部及び頚部に落下し受傷した。 62 40301
50～

99

2 18~19

包材の交換作業のため、外装を外そうとしたところ、包材が足に落ち

た。 作業台での交換作業を止め、番重に横置きすることで包材を傾けた

状態で作業することをなくした。

19 10109

100

～

299

2 7~8

宅配便センター構内にて仕分作業中、右図のようにBOX上段より荷物を

取ろうとした際荷物の上に薄い鉄板がある事に気付かず鉄板が落下し、

鼻を打撲したものである。

49 40301 ―

2 10~11

バックヤード内でウォークイン冷蔵庫の扉の前を通りかかった時に、急

に冷蔵庫の扉が開き、中からダンボール箱が投げ出された。 そのダン

ボールが顔面（左眼付近）にぶつかった。

54 80209
30～

49



2 9~10
店舗内ベーカリー作業場において、冷凍庫内の在庫を整理中に、重さ約

10㎏の落ちてきた冷凍生地を受け止めた際に左手小指に骨折を負った。
44 80209

50～

99

2 11~12

切断した製品を運搬中、誤って製品を落下させてしまい左手中指を挟

む。 両手で製品を持っていたが、右手を滑らせたために、製品と枕木の

間に中指を挟んでしまい、指末節骨骨折、挫創してしまう。

23 11209
10～

29

2 10~11
100枚包装されたチラシをひっくり返す時にチラシが右手薬指に落ちて、

靭帯損傷し指が変形し手術が必要になった。
69 80109 ―

2 9~10

建売住宅新築工事現場において、サイディング貼り工事をしていた。 サ

イディング材を地上から約2m上の足場の上に載せる為、手で押し上げよ

うとしている時、誤って手が滑り、サイディング材が滑り落ち、顔面に

当たり、鼻を骨折した。

23 30209 ―

2 16~17
本社南工場で仮詰の栗の一斗缶を開缶作業中、手が滑って足の上に一斗

缶を落とした。
32 10103

100

～

299

2 23~24

工場内で容器が入っているダンボールから容器を投入しようとした際

に、上部で詰まり滑って落ちてきたので、下のダンボールとの間で受け

ようとした際に挟まり右手中指を痛めた。 投入器の上にダンボールを置

き、ダンボールをひっくり返して投入器の中に、容器を投入していたと

ころ、詰まって容器が落ちなくなったため段ボールを揺すったところ、

手が滑ってダンボールが落ち、下に置いていたダンボールとの間で指を

挟んだ。

62 170101
30～

49

2 15~16
荷台で荷物を移動する際トラックの後の縁を踏み外して転落し、足に荷

物が落ちてしまった。
58 40301 1～9

2 11~12

倉庫内で商品の出荷準備中、棚上段奥の商品を取り出荷用コンテナに入

れていたところ、棚上段手前の商品が押し出され、ダンボールごと、作

業をしている後ろ向きの後頭部に落下してきた。

35 80109
30～

49

職員3名で倉庫内の書類の整理をしていた。 男性2名で棚の最上部に置い



2 9~10

てあったバインダーファイルを下の棚に入れ替え作業中2冊のファイルが

落下した。 落ちたファイルを当該職員がしゃがみ込んで拾っていた時

に、更に別のファイル3冊が落下し、その内の1冊が当該職員の後頭部に

直撃した。 ファイルは板の上に置かれており、ファイルを動かしている

うちに板が浮き上がり、手前に置いてあったファイルが落下したもので

ある。 ファイルの角が直撃したため、相当の衝撃があったと推測され

る。

59 170209

100

～

299

3 8~9

屋内作業所で空パンを台にタンクを斜めにして洗浄していたところ、空

パンがずれて右足の甲にタンクが落ちた。 痛みがあるが仕事を継続した

ところ、翌日に腫れ・痛み・変色が見られ、小指骨折だと分かった。

73 10102

100

～

299

3 14~15

家庭紙選別場にて、男性作業員Aが1箱20～30の選別品が入った書類箱5

段積40箱のパレットをフォークリフトにて移動中、リフトの片輪が選別

品に乗り上げてしまい荷物が崩れ、近くで選別作業をしていた作業員に

大声で知らせたが、逃げ切れず右足に荷物がのしかかった。

55 80109
10～

29

3 12~13

営業所内で木製パレットに載った部材のトラック積み込み作業をしてい

た。 パレットの中央にあった部材を端へ移動させた際、木製パレットの

溝に部材が引っ掛かった。 引っ掛かった部材を両手で持ち上げ移動した

際、肩に痛みがはしり、部材から手を離してしまい、部材が左足甲に落

下した。

40 40301

100

～

299

3 10~11

当社3Fピッキング作業場において、空オリコンの組み立て作業をピッキ

ングカート検品台の上で実施中に、1枚目のオリコンを移動させた際に重

ねていた2枚目のオリコンに引っかかり、空オリコンが左足に落下した。

45 80109

100

～

299

3 15~16

会社の前でトラックの積み下ろしをしているとき、風が吹いていたため

荷物を支えていたが、その荷物が落下して腰を直撃して下敷きになっ

た。

27 80401
30～

49

3 16~17
事務所内で書類整理時、棚のファイルを取ろうとして手が滑り、ファイ

ルが足に落ちた。
46 170209 1～9

個人宅前にて、ダンボールで梱包された商品（長さ2ｍ、30㎝角、重さ



3 15~16
10～15㎏位）をトラックから降ろして一人で運搬していたところ、搬入

先の玄関前で持ち手が滑りそうになってバランスを崩し、商品を右足親

指付け根付近に落とし負傷した。

31 170101
50～

99

3 23~24

スロット台を（50㎏）を一人で搬入していたところ、手を滑らせ、左足

の親指に落としてしまい骨折した。 当日は、雨で箱入りのスロット台が

濡れ、不安定な状態であった。

37 140309
50～

99

3 7~8

店内売店脇在庫置場にて、中腰で在庫の荷開け作業をしていたところ、

高さ約70㎝の段ボールが観音開きできるように2段積んであったものが落

下し、右後頭部から首の付け根、右肩にかけて中身の傘と段ボールがぶ

つかり捻挫した。

35 80209
50～

99

3 17~18

倉庫内において、積み上げてあった袋詰になっているロックウール材料

（耐火被覆工事に使用）の袋（90㎝×60㎝×20㎝・重さ20㎏）を整理整

頓中、一部袋が破れていた為、作業中に中身がこぼれ、目の中に入り負

傷した。

69 30199
10～

29

3 13~14
客先にて荷降ろし中、トラック荷台上で、高く積んでいた荷を降ろそう

とした際、手を滑らせて頭の上に落としてしまった。
43 40301

30～

49

3 7~8

派遣先冷凍倉庫にて、出荷のためのピッキング作業中高さ170㎝の棚から

冷凍うどんの入った箱（重さ7～8㎏位）を降ろそうとした際、一旦胸で

受け止めようとしたが手が滑り、箱の角で胸を強打した。

27 170101
10～

29

3 10~11

病院地下一階リネン室にて、納入されたアイテムを所定の場所に置く作

業中に、ベッドパットの束の前でラバーシーツを置く為に身を低くして

置く時に、ベッドパットの束（5枚）が頭上に落ちてきた。

66 11703 1～9

3 19~20
構内作業場で荷物の仕分け作業中、重い荷物を持ち上げた時に右手首を

重みでひねり、右手首から右肩まで痛みを感じ負傷した。
27 40301

100

～

299

3 19~20
トラックとホームの隙間を埋める鉄板を移動する際、手から鉄板が滑

り、安全靴と指先の合間に落ち負傷した。
27 170101

30～

49



3 15~16
加工した製品を降ろそうとした時、製品を誤って足元に落下させてしま

い左足を負傷した。
39 11209

30～

49

3 14~15

会社工場内で製品を塗装後、その製品を箱に詰め、炉の上段にその箱を

入れる際、箱が滑って落ちそうになったため、箱を支えようとしてバラ

ンスを崩し、足首を捻った。

49 10805
10～

29

3 11~12

被災者は、朝からガイダンス棟屋根上軒先パネル取付作業に従事してい

た。 別の作業員が屋根上で硬質木毛セメント板

（900m×18000mm、t20mm、35kg）を2人で手作業にて運搬していた

ところ、1人が手を滑らし放したため、硬質木毛セメント板が垂木上を滑

り落ち、軒先にいた被災者の右足に当たり負傷した。

67 30201 1～9

3 11~12

店内倉庫で飲料の補充のため、2リットル以上ある商品を探して荷台に置

く作業をしていたところ、麦茶（1本2リットル）の箱が落下しそうだっ

たため、直そうと思い付近まで行ったとき右足に落下した。

43 80201
10～

29

3 10~11

構内で1人で荷降ろし作業をしている時、一番上の荷物を下ろそうとした

際、落下した荷物を右手で支えた時、荷物の重みの衝撃で右手首を負傷

した。

30 40301
50～

99

3 15~16

工場内で通常作業中、半製品（丸いロール状）にカバーをかける作業

中、引っぱり過ぎて足の上に乗せてしまった。 その際に安全靴を使用し

ていたが、左足甲を痛める。

31 10805

100

～

299

3 5~6

ホーム上仕分作業にて荷物を所定の台車に移そうとした時、当該荷物の

ゴムの巻物が重くて（50キロ）、円柱形のため扱い難く、台車を固定し

ないとひとりでに動く。 両手で引きずって台車から台車へ移動させよう

とした際に台車が動いてたため、右足の上に落としてしまい、右足甲を

骨折した。

53 40301

100

～

299

3 9~10
工場チップコンベア近くで、鉄箱の入った廃棄品を廃棄用鉄箱に移して

いる際、鉄箱のバランスが崩れ、鉄箱が倒れ左足甲を挟まれ負傷した。
34 11401

300

～

499



3 15~16
山林内で集材作業中、寄せてあった木材がバランスを崩し、1本が落下

し、近くで造材をしていた作業員の左足首に接触した。
72 60209 1～9

3 8~9

工場内の中2階荷物置場（仕上がった洗たく物を配達用に一時保管する場

所）の開口部分から、従業員が枕カバー1包（17㎏程）をクレーンで下に

降ろそうとしたが、作動しなかったため、下にいた被災者と声をかけな

がら地面に落としていたところ、被災者とのタイミングが合わず、枕カ

バーが被災者の頭部首部にあたった。

45 11703
30～

49

4
16～

17

清掃作業中、側溝の鉄格子（40kg）を取り外している際、本人の足の上

に落としてしまい、左足親指を骨折した。
50 10103

10～

29

4 0～1
閉店作業時、遊戯台用の札が入った箱（約5kg）を台車に乗せる際に、箱

が重かったため台車が動いてしまい、足の上に箱を落とした。
26 140309

30～

49

4
12～

13

トラックの荷台にて荷物の整理をする際に、不安定な体勢で荷物を引き

上げた為、バランスを崩し膝の外側から内側に向けて引き上げた荷物を

落下させた。

53 40301

300

～

499

4
11～

12

事業所1Fの紙の破砕処理室において、段ボールに入った書類を取り出

し、鉄製容器に入れる作業中、中身の入った段ボール箱（50×60×H20

金具の取手付き）が8段に積まれている状態の最上段（パレット込みの高

さ170～180cm）の箱を取る為に左手をのばし、金具の取手に指をかけて

引っぱったところ、指がかかった状態で箱が落下し、重さに耐えかねて

負傷した。 痛みはあったがすぐ治ると思い、しばらく出勤したが治ら

ず、後日に骨折が判明した。 （段ボール重量10kg～15kg程）

47 150103
10～

29

4
11～

12

1階厨房内において、食器乾燥庫よりトレーを引き出す際、立て掛けてい

たトレーが倒れ、右手小指がステンレスのかごの下敷きになり小指を骨

折した。

64 130201 1～9

4
16～

17

請負先において、トラックの荷台からホームに荷物を運搬中に、通常は

フォークリフトで荷降ろしをするが、トラックの荷台から手で下した木

箱（約50kg）をトラックホームに持ち上げる際にバランスを崩し足に落

下し、左足親指の爪が剥がれた。

21 50101
50～

99



4
11～

12

当社において、商品の仕分業務に従事していた。 被災者がパレット置場

からパレットを取り出す際、12段（約180cm）重ねてあるパレットを一

番上から引っ張り出した時、地面に落ちた衝撃で手が離れてしまいパ

レットが被災者の方に倒れた。 被災者は逃げきれず、倒れたパレットを

左足に受け負傷した。 原因はパレットを降ろす際に無理に引っ張り出し

た事による。

25 170101
30～

49

4
14～

15

オイルドラム缶（中身あり、180kg）を傾けて移動中にバランスを崩し

て親指を負傷した。 ドラム缶が倒れてしまい、支えた指が親指で、ドラ

ム缶の重さが親指に全てかかった。

34 40301

100

～

299

4
13～

14

消費期限切れの蜂蜜を廃棄処分する為、蔵内からウイスキー蒸留棟へ開

栓途中の一斗缶を運んでいる途中、手を滑らせ一斗缶を落とした。 その

際に切り口部分で右手中指を負傷し、右中指皮膚欠損創を負った。

30 10105
10～

29

4
11～

12

現場で整地作業を行っている際にコンクリートブロックを積み上げた状

態で手に抱えて移動中に、つまずいてブロックを自分の足の上に落とし

た。

21 30309
10～

29

4
11～

12

客先構内でトラックより荷降しの際、手を滑らせて20kgの物品（ダン

ボール）が右足に落下し、安全靴の金具のない部分を受傷した。
63 40302

10～

29

4
14～

15

塗装を依頼するため、2tトラックで荷物（制御盤BOX・1860×2600×巾

400、重さ200kg）を搬入し、荷降ろしの為ワイヤーを外した所、強い横

風で制御盤BOXのバランスが崩れトラックの荷台から落下し、先端が頭

部にあたり負傷した。

45 11209 1～9

4
10～

11

商品を荷降ろし中に自車両に積んでいた荷物（一斗缶）が滑り、左足親

指の近くの甲に落下した。
60 40309 ―

4
15～

16

精肉作業場でミンチ機清掃後、機械を元の位置に戻すため抱えて移動中

に手が滑り、ミンチ機が左足に落ちた。
29 80209

50～

99

15～

道路誘導標の移設工事現場で、地中から掘り起こし置いておいてコンク

リートの基礎をダンプに積み込む為、バックホーにワイヤーを掛け4点吊



5
16

りをする際、一旦地面から基礎を少し吊り上げて、その下に台を置こう

とした際に基礎が斜めになり、作業員の右手と右太ももに落下した。 後

方には基礎が立っており逃げ切れなかった。

79 30199 1～9

5
10～

11

被災者は、事業所の倉庫1階で、この後向かう現場で使用する資材の整理

をしていた。 同様に2階で資材の整理をしていた作業員が、誤って材料

（15×30×20㎝）を2階から落としてしまい、それが1階の被災者の背中

に当たり肩甲骨を負傷したものである。

31 30301
10～

29

5
10～

11

開発テストキッチンでほぼ満タンに入ったお茶を沸かした片手鍋を移動

させようとして鍋を持ち上げた際に、鍋が重たくバランスを崩して左足

にお茶（熱湯約90℃）をこぼしてしまった。

37 10109

300

～

499

5
10～

11

店舗バックヤードにて、大きくて重たい氷をストッカーに入れる為に持

ち上げたところ、ストッカーに乗り上げた際にバランスを崩し、左脇腹

がストッカーに当たり骨折した。

68 140201

100

～

299

5 6～7

バックルームマテハン庫でミニキャリーで飲料ケースを運搬し荷卸しし

た際、飲料ケース（縦22㎝×横26cm×高さ30㎝・12㎏）が崩れ落ち、1

ケースが右足に落下し、親指の爪が剥がれた。

22 80209
10～

29

5
20～

21

当店ウォークインの中ペットボトル仕分けをしていたところ、500mlの

ボトル30～40本が入った折り込みコンテナを持ち上げようとして誤って

コンテナごと落ちて、左足脛脇部分に当たった。

33 80209
10～

29

5 1～2

コンビテナーを車の荷台より移動させる（前方より後方へ）際に、商品

が落下しないように両腕で支えた時に、加重がかかり、右腕を痛めてし

まった。

58 40301 1～9

5
17～

18

営業所で片付け、整理整頓作業中、車の中の道具を営業所内に入れる際

に、手に持った50㎏位の道具箱を手を滑らせて右足の上に落としてし

まった。

25 30209
10～

29

5
11～

12

引越し作業中、荷物を搬入中に荷物の上にのせていた鏡が落下し、右足

の甲を強打し骨折した。
23 40301

100

～



299

5 7～8
備品（折りたたみ机）を移動中、机の脚を折りたたもうと反転させたと

ころ、そのまま床に落とし左足指を骨折した。
67 150101

10～

29

5
11～

12

倉庫にて一人で作業中、倉庫の荷物を脚立に乗って取ろうとした時に荷

物が落ちた。 積み上げた荷物が重すぎて肩と腕がもたなかった。 脚立か

ら落ちそうになり荷物を落す時に肩ごと後ろに捻った。

34 80209

100

～

299

5
13～

14

事務所の移転の為、車庫にあるエアーコンプレッサーをフォークリフト

ですくって持ち上げトラックに載せようとしたところ、コンプレッサー

の下部が丸くなっていたので、コンプレッサーが倒れて下に落ち、その

反動でバウンドして荷物が本人の右足の先に当り骨折した。

49 50101
10～

29

5
14～

15

構内にて、積込作業の準備の為、荷台の観音扉を開いた際に、観音扉に

立て掛けてベルトで固定していたコンパネが頭頂部へ落下し負傷した。

その際に落下物の衝撃で尻もちをつき、腰を打撲した。

36 40301
50～

99

5 8～9

自社工場内で作業中、台車に載った洗濯物が入った大きな袋（20～30

㎏）を床に下ろそうとした際、袋が高さ約1.5mの台車の上から落ち、袋

の隅に右手小指を引っ掛け、右手小指の第一関節を骨折した。

25 11703 1～9

5
11～

12

児童発達支援事業所（保育室）で給食配膳の食器等を運んで戻ってきた

時に、子どもの横を通っていて、子どもが木製の椅子を運んでいる最

中、椅子を回転した時に左足の小指と薬指の間に木製の椅子が落ちてき

て骨折した。

51 130201 1～9

6
21～

22

支店ホームに到着したトラック荷台内で、荷卸作業中に、2段重ねになっ

ていた一斗缶の上の荷物を降ろしていた時に、手に持った荷物が一斗缶

に引っかかり、一斗缶が左足の小指の上に落下し、骨折したものであ

る。

30 40301
50～

99

6
15～

16

当社処理場ホーム下にて、鶏の入ったラック（赤鳥8羽入×14マス）がい

くつか倒れてしまった為、作業者4人でラックを立てようとして、80㎝位

まで立てかけた時、重さに負け倒れてしまい、避けようとしたが避けき 49 10101
50～

99



れず、ラック（300㎏位）の枠が左大腿部に当たり、その後、左足にも当

たり負傷した。

6
11～

12

社内職場にて、キャスター付の台座の上に重ねて保管している空の容器

を取ろうとした際に、積んでいた空き容器のバランスが崩れ、左足の上

に落下し、負傷したものである。

57 80109

100

～

299

6
9～

10

構内にて、荷物の仕分け作業中に、約8㎏のダンボールの荷物がBOXの上

部からバランスを崩して落下したことで、左足の小指、薬指にぶつかり

負傷したものである。

53 40301
10～

29

6
13～

14

事務室内にて小包を仕分け中、約30㎏の米袋を両手に持ち、パレットの

中にあるケースに入れようとした。 米袋を持った右手が滑り米袋を落と

した際、ケースと米袋の間に右手を挟み、右手甲部分を負傷した。

51 110101

100

～

299

6
18～

19

車椅子のお客様のために、遊戯台の前の椅子を取り外し、椅子外し用の

工具入れ（ハンマーなどの工具が入っている箱、重さ10㎏強）を倉庫に

しまう際に、足の上に落下させたものである。

39 140309
10～

29

6
15～

16

弊社工場内において、車から荷物を降ろしている際、積荷が崩れて左胸

部と脇腹に当たった。市販の湿布を貼り暫く様子を見たが、痛みが引か

なかった。

41 150102
30～

49

6
12～

13

折りコンに商品を詰め込む作業をしている時、コールドスプレー

（480ml）を詰めようとしたところ、手を滑らせて商品を足の上に落と

してしまった。

37 50101

300

～

499

6 5～6
販売店で荷物の移動中に、台車に積んだ荷物が倒れてきたので左手で支

えた際、左腕と左肩を痛めた。
48 40301 ―

6
20～

21

自社倉庫内で、積んであったパレットを下ろそうとしたところ、誤って

パレットが落下し、左足の甲へパレットが当たり負傷した。 （パレット

の重さ50㎏、落下した高さ150㎝）

25 40301
30～

49

6
10～

生産管理課出荷場にて、マイコロイダーをフォークリフトにて移動中、

マイコロイダーがずり落ちそうになったのでハンドリフトで支えたが転
42 10103

100

～



11 倒し、支えていた右腕をマイコロイダーの突起した部分にて5～6㎝程裂

傷した。 その際、右足脛も擦り傷を負った。
299

6
13～

14

宴会場で片付け中、台車に載っているテーブルのバランスが崩れた状態

で台車を動かしたため、載せてあった3つのテーブルが自身に倒れ、右足

くるぶし上部内側を切り、左腰を打撲した。

51 170101
10～

29

6
14～

15

会社の資材置場にて、トラックの荷台からコンクリートU字溝（長さ6

㎜）を手作業にて荷下ろし中、高さ1m位から落下し、被災者は右足甲を

負傷した。

34 150102 1～9

6 7～8

2tトラック荷台上（幅175㎝）でフォークリフト（爪2本、1本の幅約20

㎝、長さ約1m20㎝）を使い、ネジの入ったドラム缶660㎏（直径80㎝、

高さ80㎝）を積む作業中に、爪にのっていたドラム缶の重心が崩れ、左

下肢に落ちてきて怪我をした。

20 40301
10～

29

6
10～

11

ボルトを拾い集めている時、ホルダーが落ちてきて、右手中指・薬指を

挟み負傷した。
54 11503

50～

99

6 6～7

到着したチルドコンテナを開けた際に、積荷のビール樽がドアから脱出

してきて床面に着地した。 その際、左足親指の上にビール樽が乗り、骨

折したものである。 尚、チルドコンテナの荷積み状況については、外部

から見ることは出来ない。

51 110101

300

～

499

6 7～8

店内にて、1回食品青果売場で、パレティナーより荷卸し中、じゃがいも

の箱（約10㎏）を下ろそうとした時、別のじゃがいもの箱が右足に落

ち、右足首を受傷した。 怪我をした当日は異常を感じなかったが、翌日

腫れてきた。

33 80201

100

～

299

6
9～

10

指示がないままバリを取り除こうとして、接地面が2/3しかない品物がぐ

らついて落下し、左足の甲に落ちて骨折した。
31 11301 1～9

6
17～

18

荷受場で、台車からコンテナ（縦30㎝×横50㎝×高さ30㎝、重さ20㎏）

を取る際、足で抱えようとしたところ、予想より重かったためコンテナ

の角が足に当たって、左足大腿部に内出血を起こした。

58 80201

100

～

299



6
16～

17

取引先にて、形状が不規則な製品を台車に載せて搬入していたところ、

バランスを崩し、製品が右足の足首から甲・指先にかけて落下し、右足

首・甲・指先に打撲と擦り傷、右足人差し指1本を骨折した。

44 40301
10～

29

6
13～

14

食品製造工場において、食肉の解凍作業場から加工場へ台車を使用し食

肉を運搬する際、台車の車輪が滑ってしまい、積載していた食肉が入っ

たケースが左足外側へ落ち、左足小指を不全骨折した。

28 10109

300

～

499

6
13～

14

食品製造工場において、食肉の解凍作業場から加工場へ台車を使用し食

肉を運搬する際、台車の車輪が滑ってしまい、積載していた食肉が入っ

たケースが左足外側へ落ち、左足小指を不全骨折した。

28 170101

1000

～

9999

6
11～

12

工場内でコンクリート製品を脱型中に手が滑り、スチール型枠共に右足

に落下した際、右人差指を骨折した。
58 10901 1～9

7 8~9
第一工場にて鉄板を4tトラックに積む作業中にダンゼックスベルトが切

れて鉄板が落下し、右足首に直撃し右足を受傷した。
54 30209

50～

99

7 8~9

店にて地下1階から地下2階へエレベーターで荷物の移動中、カゴ台車を

エレベーターの中から外に出す際に、エレベーターの段差に台車のタイ

ヤが引っかかり、台車に載っていた荷物（飲料のケース）が落下し左頭

部を直撃した。

23 80209
30～

49

7 12~13

兼用Aラインにて機械への資材供給作業中、資材を積載していたパレット

が空になったので片付けようとした際、パレットを持ち上げたところ手

を滑らせ左足甲にパレットが落下した。

54 10105
50～

99

7 15~16
当社店舗セルフレジ横において、セルフレジアテンダント業務中に、カ

ウンター横のペットボトルケースに躓き転倒し負傷した。
27 100109

50～

99

7 8~9
工場内のラックに積んである鋼管を移動しようとクレーンで持ち上げた

際ラック内下部の鋼管が崩れて落下し足に当たった。
32 40301

50～

99

7 14~15

バックルームで、品出しをしようと飲料を積んだカートラック（縦

170cm×横150cm×高さ180cm、重さ80kg）を引いた際、重いので足を

踏ん張ったところ足に違和感を感じ、その時に2リットルのペットボトル
32 80201

300

～

499



が足に落下。 右足第三中足骨骨幹部を骨折した。 様子を見ていた。

7 15~16

倉庫にてピアノの入庫作業をしており、ピアノを1階から4階へ移動する

時に、エレベーターに乗せ方向を変えようとした際に、バランスを崩し

てピアノを倒してしまい、足がピアノの下敷きになった。

64 40301
50～

99

7 8~9

会社内のコンテナ用プラットホームに載せてあったアップライトピアノ

が落ちてしまいプラットホーム下で作業していた被災者が落ちてきたピ

アノの下敷きになった。 ピアノはプラットホーム上でフォークリフトの

操作ミスにより、下に落下。

54 11709
10～

29

7 10~11
清掃現場で、段ボール箱に入ったボウリング玉をゴミ庫へ処分する際

に、箱の底が抜けてボウリング玉が左足に落下して左足甲を骨折した。
69 150101

1000

～

9999

7 16~17
会社の駐車場で、車の扉を開けたら、照明器具

（20kg、50×15×15cm）が落ちてきて右足の甲にあたり、打撲した。
29 30301 1～9

7 15~16

商品の仕分け作業中、パレットの上に乗って両手に商品を持ち、商品を

運ぼうとした時にパレットから左足を踏み外し左に転倒しかけたので、

とっさに左横の商品に両手をついて転倒は防いだが、倒れまいとふん

ばった右足が床に落ち、右足の人さし指を床に打ちつけてしまった。

50 50202
30～

49

7 16~17

本社工場内で玉葱約20kgが入っているコンテナを手で持ち運んでいる際

に手を滑らせ、足の上に落とした。 履いていた靴がベトナム製で生地が

非常に薄く、コンテナの角で右足親指を裂傷した。

25 80109
10～

29

7 1~2

顧客の倉庫で1.3m×1.4m×2.2mの機械をリフトマンに荷台に置いても

らい前方に移動させるため、方向転換をしようとした際、予想以上に上

部が重たく、自分の方に倒れて肩に当たった。

33 40301
50～

99

7 15~16
営業所の車庫でトラック用のエンジンオイルの入ったドラム缶を移動さ

せるために持ち上げた瞬間手が滑り右足に落下し負傷したもの。
45 40301

30～

49

工場内乾燥機付近にて、リフトで乾燥機内の紙管の入れ替えを行おうと

した際、紙管を取り出す際に妨げとなる2段積みパレット（製品積み高さ
10～



7 16~17 1750mm×2＝3500mm）があったため、ハンドリフトで横へ移動させよ

うとしたところ、上部の壁（3,470mm）にパレットの製品が当たり、約

12ケース（12kg／ケース）が頭上より落下した。 （第四腰椎圧迫骨折）

47 10602
29

7 17~18

第3工場積み込み場で、他車がプラットホームに止まっていたので横付け

できず、空いたスペースで積み込みを開始した。 タオルを積んでいるカ

ゴ車をホーム下からホーム上を移動させ、向きを変えようとした時に、

ホームからカゴ車が落下して顔面に被災した。

33 11703

100

～

299

7 8~9

第3工場内において、被災者が鉄板（長さ2.4m、幅18cm）約40枚をク

レーンで運搬作業中に、荷崩れを直そうとしたところ崩れかけた鉄板に

押されて転倒し、後方に敷いてあった鉄板で後頭部を強打して死亡し

た。

38 11209
10～

29

7
17～

18

フレコンバック入りのアルミ灰（約800㎏）を灰場の冷却ドラムに入れる

作業を行なっておりアルミ灰を出す為に、フレコンバックの吊ベルトを

フォークリフトの両爪にかけて、吊上げた状態にして、下部にある排出

口を開けようとしていた。 その際、フォークリフトにかけていた吊ベル

トが滑って、爪から外れ、フレコンバックが被災者の右手と右足に覆い

かぶさる形となり打撲と火傷を負った。

43 11101
30～

49

7
16～

17

営業所内のプラットホーム付近で、上段にある商品をフォークリフトと

踏み台を使わずに商品を取ったため、商品が落下し、コンテナと商品の

間に手を挟まれた。

54 80109
50～

99

7
17～

18

No.2投入コンベア荷卸スペースにて、10tアームロール車から梱包物の荷

卸しを行う作業中、荷降ろしを行うため、左後方部で後方扉を開放した

後、トラック前方に向かうとき、荷が落ちてこないだろうと思い、安全

にトラック前方から回り込むのではなく、横着してトラック後方を通行

した。 真後ろの上部を見ずに移動したところ、積み荷の圧縮梱包物が不

意に左足甲に落下した。

43 150102
10～

29

7 6～7

ロールパレットの蓋を外して、ロールパレット横に蓋のフックを掛けよ

うとした際、フックがうまく掛からず、右足親指部に落下させて負傷し 28 40301
30～



た。
49

7
9～

10

工場内で、鋼材製板を二人で移動する作業において、クレーン等の免許

無資格者が、台座に載せた350㎏の鉄板を2.8tのクレーン操作で吊り下げ

移動中、地上50㎝位の位置で台座のバランスが崩れ、鉄板が滑り落ち、

鉄板場を押さえていた被災者の両もも（ひざ上部）に当たり出血し、左

脛と踝、右足甲を骨折した。

59 11701
10～

29

7
17～

18

工場内で産廃の処理をしていたとき、エンジンを詰め込む作業中に右手

親指を怪我した。
32 11701 1～9

7
9～

10

納品先にて、3段積ドラム荷卸しの際に、ドラム缶を背にしているとき、

一番上（3段目）のドラム缶が被災者の上に落ち、ドラム缶とともに荷台

から落ちた。

42 40302
10～

29

7
10～

11

作業中に冷蔵庫を運搬していたとき、冷蔵庫を落としそうになり、咄嗟

に足を冷蔵庫の下に入れ、足の小指を骨折した。
21 40301

30～

49

7 6～7
市場場内にて、魚の選別作業のため、高く積まれたコンテナの上段を取

ろうと手を伸ばした際、手を滑らせて、コンテナを足元に落とした。
61 170209

50～

99

7
16～

17

倉庫鉄筋補強工事のため、工業作業場において、次の日の段取りのため

にガスボンベをトラックに載せているときに、手を滑らせてガスボンベ

とトラックの荷台で右手を挟んで負傷した。

48 30201 1～9

7
13～

14

お客様宅にて、LPガスのボンベを肩に担いで運び、地面に降ろそうとし

たとき、底のスカートを掴み損ね、その勢いのままに右足甲にボンベを

落とした。

21 80204
10～

29

7
16～

17

配膳室で、洗浄した保温食缶（直径約400㎝、高さ約40㎝、重さ4㎏）を

乾燥室（高さ約1.5m、棚3段）に入れようとしたとき、手が滑って落と

し、右膝を強打した。 その後、湿布等にて様子をみていたが、膝がガ

クッとしたり、痛みがとれないため病院を受診した。

62 130101

500

～

999

7
11～

雨の日に、倉庫内で商品を納品場所に納品する際、商品の入ったダン

ボールを両手で抱えて持ち上げたとき、ダンボールの底からワインボト 39 80209 1～9



12
ルが抜け落ち、右足親指を骨折した。

7 8～9

元請現場での地震復旧工事で、上部と下部がはめこみ式の本棚の居座り

具合が悪かったので、一人で本棚の下にベニア板を入れて調整しようと

した。 屈んだ状態で本棚の下部を持ち上げたときに、上部が外れて自分

の頭の上に落ちて、一瞬、頭がボーっとなってしまった。 そのとき腰や

背中が痛くて、その場にうずくまってしまい、痛みのため、そのままし

ばらく動けなくなった。

62 30202 1～9

7 6～7

事務所兼寮に事業主が迎えに来たので、トランクに道具箱（幅1200㎜×

奥行600㎜×高さ600㎜、重さ30㎏程度）を積み込んでいた。 一人で道具

箱を抱えトランクに乗せた際、きちんと乗りきっておらず、ずり落ちて

しまい、道具箱が傾き、そのまま右足の上に落下し骨折した。

18 30209 1～9

7
9～

10

商品納品先の駐車場にて、納品するビール樽をトラックの荷台より降ろ

す際に、二段積みになっていた上部の樽を取り損ね、右足に落下し負傷

した。

28 80109

100

～

299

7
17～

18

ローボード運搬中、面を下向きにしてしまい、その際、パットから引出

しが右足親指に落ちた。
39 40301

30～

49

9
9～

10

本社工場の1階で冷凍した鮭をダンボールに詰めている時にダンボールに

詰める前の鮭が滑って落ち左足の甲にぶつかった。
62 10102

50～

99

9
16～

17

就業先である6F倉庫で作業中、30キロ程の荷物を持った際、右手の持ち

手部分のパーツが外れ右足に荷物が落下。 右手小指を負傷した。*当日は

安全靴を着用して作業していた。

30 170209

500

～

999

9
14～

15

スイングドア付近で、荷物を積載したカートを引く同僚の後ろを歩いて

いた際、スイングドアの上部に引っかかった荷物（縦30cm×横25cm×

高さ15cm、重さ3kg）が落下し、右腕に当たり打撲した。 同僚に賠償請

求はしない。

46 80201

100

～

299

13～

保育園の遊戯室で、給食後縦70cm、横120cm、高さ52cm、重さ15kgの

テーブルを片付けようとした。 立てかけて足をたたもうとした際、園児 50～



9
14 の様子が気になり横を向いた時、机から目を離してしまって左足に落ち

た。

50 130201
99

9
9～

10
トラックの荷台で荷物を積み込む際、手をすべらし左肋骨を強打した。 61 40301 1～9

9
17～

18

1F車庫内にて、配送業務を終了し帰社した。 荷台内の清掃を行っていた

際、車両後ろ観音扉に木型板を立てかけていたことを忘れたまま、扉を

開けた為荷台から木型板が落下し、木型板と左足親指がぶつかり左足親

指を負傷したもの。 当日午前中の雨で安全靴の中が濡れていて早く靴を

脱ぎたい気持ちと整理業務だけと油断していたが、普通のスニーカーで

作業し、事故が発生したものである。

43 40301
30～

49

9
17～

18

営業所倉庫内にて、商品検品作業中、検品台が濡れており、商品が滑っ

て検品台から落下、左足に当たってしまい負傷した。
34 80209

10～

29

9 7～8

加工場内で野菜を入れるコンテナ（約1kg）が高く積まれた台車を前に押

そうとした際に、積まれていたコンテナが頭に落下し、右頭頂部挫創、

頚椎捻挫の負傷した。

55 10109
50～

99

9
11～

12

調理場にて他従業員がパッカーのラップを交換する際、ラップの外包装

袋のみを持って運んでいたため、ラップが重みで袋を突き破り、落下し

た。 その際、落下地点に被災者の右足があり、骨折した。

47 80209
10～

29

9
9～

10

荷卸しの準備をする際、荷締機の操作手順を間違えて、手を滑らせて骨

折した。
49 40301

10～

29

9
11～

12

処置室で採血の準備をしていて採血台の前に立っていたら、トイレのド

アがドンと閉まり、棚の上の箱が前頭部に落ちてきた。 午後になり、頭

部と左頚部～肩にかけての痛みと吐き気が出現し、部長へ報告し、クリ

ニックへ受診、頚椎捻挫の疑いのため、専門の整形外科へ転院。

45 130102
50～

99

22～

配送先のパン屋さんにおいて、ドゥコンディショナー（パン製造機械で

横幅1600mm×奥行1400mm×高さ2200mm重さ約380kg）の入れ替え

作業に伴う撤去の為、同僚、取引先の作業員4名で台車に載せようと、台 10～



9
23 車に向かって機械を倒して載せていた所、（両サイドに2名ずつ倒し終え

て手を一斉に離した所、）機械上部の化粧パネルの出っ張り部分に気付

かず頭が当たり、頭部、及び頚椎を負傷したものである。

64 40301
29

9
20～

21

運送会社の仕分け作業場で、台車から荷物をおろす際に荷物が左足に落

下した、安全靴をはいていた為、足先は異常なかったが、足の甲を負傷

した。

38 170101
10～

29

9
16～

17

工場内出荷置場で出荷材料準備中、パレット積材料タンクを専用の器具

を使わずに手で積み替え作業を行った際、材料タンクが誤ってパレット

より外れ、足先に接触して負傷したものである。

33 11709
10～

29

9
11～

12

研究所の駐車場にて、空の荷物を回収し、台車から降ろす際に、転倒防

止のチェーンを外し台車の荷物を降ろさずパワーゲートに載っている荷

物を取ろうと振り向いた時、台車に載っていた荷物が落ち左足首付近に

荷物の上部が当たり負傷した。

20 40301
10～

29

10
20～

21

売場で品出し作業中、ビール箱（縦40cm×横27cm×高さ13cm、高さ

5kg）を持とうとしたところ、手が滑って箱を落としそうになり、右手で

支えようとして右手小指を打撲し亀裂骨折した。

54 80209
50～

99

10
13～

14

学童クラブ教室内のロッカーがある場所において、子供に注意をする

為、話をしていたところ、子供達が使っている3段ロッカー（高さ130cm

位）の一番上の段に置いてあった水筒のひもに、子供が手をかけてし

まった為、落ちて足の指に直撃し、ヒビが入った。

54 130201 1～9

10
13～

14

当社トラック専用のピット内において、トラック用のスチールホイール

を、トラックから荷降ろしするとき、手を滑らせて荷物を右足に落とし

てしまい、右足親指を骨折したものである。

44 80209 1～9

10 7～8

当社車庫において積み込み前準備中、大木（15cm×15cm×2.5m、重さ

40kg）を移動しようと大木の端を両手で持ち上げた時、右手が大木から

外れ左手で支えきれずに落下した際に、左足に落下し負傷した。 安全靴

は履いていたが、足の甲から爪先に掛け落下し、台木の角の部分が小指

28 40301
50～

99



付け根部分に当たり負傷した。

10 5～6

厨房内にて、冷凍してあったガラ1箱を分離させるため、箱ごと床に落下

させたところ、誤って自分の右足先に落としてしまい、右足親指先を痛

めてしまった。 大した事はないだろうと、勤務終了まで勤務し帰宅、睡

眠をとり夕方起床したところ、ひどい痛みと腫れていたため、受診し

た。

36 140201
10～

29

10
16～

17

当社キャディBag置き場にて、運搬機に乗ったお客様の預かりキャディ

バッグを、バッグ立てに移動作業中、重いキャディバッグであったため

手が滑りキャディバッグを落とした際に、左脚脛にぶつかり負傷したも

の。

69 140301
50～

99

10
18～

19

物流倉庫内にて、オリコンの中に日用品雑貨等（業務用5㎏の洗剤類）が

入っているものを、運ぼうとした際、荷物を持ちあげた時に、手を滑ら

せてしまい、右足に落とし右足小指を負傷した。

27 170101

100

～

299

10
16～

17

塗装工事現場に於いて、作業が終了し残ったペイント缶（一斗缶）をト

ラックの荷台に積み込む作業に従事中、手を滑らし持っていた一斗缶を

足の上に落とした際に、左足の第4指・5指を骨折したものである。

45 30201 1～9

10
9～

10

当社支店内装工事現場に於いて資材を積んだトラックから荷下ろし作業

中、鉄材（約70㎏）が、突然荷崩れを起こし、左足の上に落下し負傷し

たもの。

19 30209
10～

29

10
14～

15

3階バックルームで仕分け作業中、カラーボックス3段を一番上から（高

さ1m40㎝位）2人で降ろそうとした際、同僚が手を滑らし荷物（縦17㎝

×横30㎝×高さ90㎝、重さ27㎏）が足の上に落下。 右足親指を亀裂骨折

した。

67 80201

500

～

999

10
22～

23

空港内貨物地区において、トラックから荷物の入ったボックスを降ろす

際、トラックを停車する場所に空のボックスが置いてあったため、通常

より手前に停車し作業を開始したが、通常の停車場所より斜面が急で

あったため、トラックの荷台から荷物の入ったボックスが落ちてきて右

足を負傷。

58 40301
30～

49



10
10～

11

バックルームでカゴ車から台車に人参の箱（縦25㎝×横50㎝×高さ25

㎝、重さ5㎏）を載せ替えようとした際、右手が滑り、右手の指に重みが

かかり右手薬指を捻り、骨折した。

64 80201

100

～

299

10
15～

16

オムツ売場で商品出しをしている時に、ベビーオムツが肩へ落下。 右肩

が上らなくなった。 本人の隣で、脚立に乗って棚上のオムツを品出しし

ていた他の店員が、オムツを棚に押しこんだ際、その反動で押しこんだ

オムツの2つ程隣に入れてあった別のオムツが押し出され、被災者の肩に

落下したもの。

65 80209
10～

29

10
15～

16

2階備品倉庫トイレットペーパー、ペーパータオル補充中、ベッド柵（L

字型）ペーパーを保管する引き出しが開かなかったので思い切り引っ

張った。 その際隣に折りたたんで置いていた簡易ベッドに立てかけてい

たベット柵と上に置いていた衣裳ケース（タオルケット等が入ったも

の）が左足小指周辺に落ちて下敷きになった。左足に痛みがあった。

39 130201
30～

49

10
9～

10

倉庫内にて商品の補充作業中、4段式ラックの3段目に商品を格納すべき

ところを、誤って高さ860mmの4段目に格納した。 その際、手を滑らせ

商品が落下し被災者の胸に当たった。

64 80401
50～

99

10
16～

17

勤務先の店内清掃用具室内で、用具の片付けを行っている時に、積み上

げてあったおしぼりの入ったダンボール箱が落ちて、本人の右足の甲の

部分に当たった。 その後、日が経つにつれて痛みが増し、4日後に整形

外科で診断を受け骨折と診断された。

46 140309

100

～

299

10
11～

12

カーゴを洗っている際、右手でホースを持ち、左手で支えている時にバ

ランスを崩してしまい、足にカーゴが倒れて足の指を骨折した。
59 70101

10～

29

10
14～

15

ごみステーションにおいて、家庭の可燃ごみを収集する作業中、可燃ご

みが入った袋を車両に入れようとしたところ、袋内にコンクリート片

（寸法約30cm×30cm×15cm、重量約4kg）が混入されていたためごみ

袋が破れ、コンクリート片が落下して右足に当たり負傷した。

57 150103 1～9

労働派遣先でプロパー社員とペアを組みハンドリフトを用いてパレット
100



10
22～

23

を動かしていたところ、プロパー社員がパレットを別のパレットに引っ

掛けたため、1m以上の高さからオリコンが倒れてきて右足に接触。 靱帯

を損傷した。

41 170101 ～

299

10
10～

11

当社敷地内における上記派遣労働者の、商品のトラックへの積み込み作

業中の被災。 トラックの荷台で、商品（人参が満載された段ボールで、

重さ約10kg）をトラックに積み込んでいた際、高く積んだ商品（荷台床

からの高さが約130cm程）が安定が少し悪かったために倒れてきて左足

首のくるぶしの辺りに商品が直撃し、その衝撃で骨折したもの。

45 80109
30～

49

10
10～

11

派遣先である敷地内における商品のトラックへの積み込み作業中の被

災。 トラックの荷台で、商品（人参が満載された段ボールで、重さ約

10kg）をトラックに積み込んでいた際、高く積んだ商品（荷台床からの

高さが約130cm程）が安定が少し悪かったために倒れてきて左足首のく

るぶしの辺りに商品が直撃し、その衝撃で骨折したもの。

45 170101

300

～

499

10
19～

20

ビール樽（1樽10kg前後の未開封樽）を冷蔵庫から出す際に、積み上げ

ていたビール樽の1つが本人の足へ落下して足の指を骨折。 積み上げら

れたビール樽が不安全状態であった。

21 170209
50～

99

10
14～

15

排水工事現場にて、疎水材の入ったフレコンバッグ800kgの排水口のヒ

モを外す作業をしていた所、バックホーにて吊っていた袋のヒモが切

れ、落下したフレコンバッグの下敷きになった。

73 30199
10～

29

11 6～7

トラックの横ドアを開けて、荷物の取り降ろしの際、ダンボールの上に

置いていた鉄板（荷物）が、滑り落ちて来たため、左手で支えたが、鉄

板の重さを支えきれず、荷台と荷物（鉄板）に左手人差し指を挟まれ、

負傷した。

51 40301
50～

99

11
9～

10

産業廃棄物置場で廃ダンボールの片付け作業をしている時に、満杯に

なったコンテナから空のコンテナへ移ろうとして足を滑らせコンテナの

縁部分に右脇腹をぶつけ通院したところ、肋骨6か所骨折と右肺気胸と診

断された。

61 80209

100

～

299

スクータータイプのバイクで朝刊配達中、道路を右折しようとしたとこ



11
19～

20

ろ、後輪が路上の泥にとられてしまい誤って砂利敷きの庭に転倒し、そ

の際バイクと地面の間に右足首が挟まってしまい負傷したものである。

その後は会社に報告し、同僚に業務を引き継ぎ自宅で安静にしており、

朝一番で病院に受診した。

38 40301

100

～

299

11
10～

11

休憩時間終了時に作業場に戻るため3階から2階に続く階段を急いで降り

ていたところ、階段を踏み外して転倒した。 右膝から出血し、3㎝程度

の切り傷が出来る。 右膝挫創、右膝後十字靭帯損傷し、全治1か月と診

断される。

32 30209
10～

29

11
13～

14

店舗調理場内にて、飲料水を取りに行った時、濡れた床面に足を取られ

転倒し、尻餅をついて負傷した。
57 130201

100

～

299

11
11～

12

就業場所2号倉庫6Fにて、パレット上の荷物の積み替え中、荷物が落ちて

きて、荷物と荷物の間に指を挟み、驚いて手を引いたところ、右手小指

を骨折した。

39 50209
50～

99

11 7～8

構内で宅急便の仕分作業中、ロールボックスパレットを移動させようと

したところ、ボックスの中から荷物が落下し、右足甲部に当たり、負傷

した事故である。 当人は安全靴を着用していたが、保護パットの無い部

分に当たったものである。 荷物は小型でダンボール箱、中に金属部品が

入ったものである。

69 40301
50～

99

11 7～8
宅急便仕分け作業中、ロールボックスパレットを移動させようとしたと

ころ、ボックスの中から荷物が落下し、右足甲部に当たり負傷した。
69 170101

300

～

499

11 2～3

構内で、貨物を配達場所別に仕分け作業中、電線が入った約38㎏のダン

ボール箱を手から滑らせ左足の甲に落下させてしまい、当該事故が発生

した。

62 40301
30～

49

11
9～

10

会社工場内において、他の従業員と2人で重さ100㎏程度の機械の荷下ろ

し作業中、下ろす際に機械が傾いて倒れ、右足の指を負傷した。
30 11702

10～

29



11
11～

12

エンジン組立職場へ部品を供給するための自動運搬車にハウジングと呼

ばれる部品（20㎏程度・円盤状）を積み込む際に、部品の向きを間違え

たため向きを変えるために部品を回転させた時に、両手が交差する姿勢

になり部品を保持できなくなり手から落として被災した。

34 11301

500

～

999

11
9～

10

6F平場にて、コンテナ入荷後のダンボール格納作業中に棚の4段目に積み

上げる際に手を滑らせ、顔に荷物が当たった。 その日は痛みがなかった

ため作業を続けたが、翌日になり首を痛めたことが判明した。

19 170209

100

～

299

11
10～

11

盛付室（Cライン）で箱取の作業中、積み上げられた製品コンテナ（150

㎝）を取ろうとしたところ、1個を取ったつもりが下に2つ引っ付いてお

り（合計3個取った事になる）、そのうち下の2個が、約160㎝の高さか

ら右足の甲に落下した。 すぐに社員に報告し、その日は早退した。 翌日

も痛みが引かず病院を受診した。

38 10109

100

～

299

11
15～

16

会社敷地内で物流出荷作業中に商品を出荷する為に、荷物の準備作業中

に箱を積み重ね中に5段目の荷物を上げる時に、積み上げが不十分だった

為に荷物が落下して顔面に当たり右目を負傷した。

28 80109
30～

49

12 15~16
積み先にて、積み込み作業中、台車に積まれている荷を下ろそうとした

時、他の荷物が崩れて来て首のあたりにぶつかり負傷したものである。
52 40301

30～

49

12 12~13

工場冷蔵庫内で、コンテナの中身を確認する際、いつもは上段のコンテ

ナを降ろし作業しているが、今回は玉ねぎの入った5段積コンテナの5段

目を左手で持ち上げ、5・4段の間から右手で玉ねぎの大きさを探ってい

たところ、左手が滑り、コンテナが落下し、右手首が挟まり受傷した。

69 80109
30～

49

12 12~13

工場冷蔵庫内で、コンテナの中身を確認する際、いつもは上段のコンテ

ナを降ろし、作業しているが、今回は玉ねぎの入ったコンテナ（5段積）

の5段目を左手で持ち上げ、5・4段の間から右手で玉ねぎの大きさを探っ

ていたところ、左手が滑り、コンテナが落下し、右手首が挟まり受傷し

た。

69 170101

100

～

299

12 6~7
搬入口で、荷物を台車から降ろす際に、足が滑ってバランスを崩し、荷

45 40301

100

～



物を足の指に落としてしまい、左足の小指を骨折してしまった。
299

12 11~12

当社事務所敷地内、倉庫内部において年末の大掃除中に資材を整理して

いたところ、内装用資材がずれて落ちてきて右手中指の第一関節と第二

関節の間を挟んでしまい負傷した。

27 30309 1～9

12 13~14
会社の置き場で、3連ハシゴを運ぶ途中に、ハシゴの下を持ちすぎて、自

分の左肩に落ち、左肩の骨が欠けた。
24 30209 1～9

12 11~12
店舗のレジ前にて、炊飯器が2つ入っている段ボールを足元に落とした

（約50㎝×70㎝）。
38 80209

50～

99

12 17~18

当社ヤード（古物の集積場）にて、トラックの荷台（平ボディの鉄板の

上）で、鉄くず等金属古物を降ろす作業中に、古物が誤って落下し、右

母趾を基節骨折した。

53 80109
10～

29

12 11~12

取引先構内で、トラックの荷台に積み込み済みのカゴ台車が荷台から滑

り落ちてきて、本人がその下敷きになり、全身を強打したものと思われ

る。

50 40301
30～

49

12 11~12

前方道路に車両を停車し、小包を配達しようと、車両後部を開け、荷物

を左手で底を持ち、右手で結束バンドを持って降ろそうとしたところ、

結束バンドがはずれ、右足親指に荷物が落下し、親指を負傷した。 （荷

物の中身は車のホイール）

49 110101

300

～

499

12 3~4
当社1階構内において、荷物の仕分作業中に誤ってゴルフバッグを右足甲

に落とし負傷したものである。
53 40301

500

～

999

12 3~4

1階構内Aラインシューターにおいて、一般宅配便仕分け作業中、ゴルフ

バッグを誤って右足甲に落とし負傷した。 負傷した際は痛みはそれほど

なかったため、グループ長への報告を怠り帰宅し、自宅に帰宅途中に右

足が痛みだし、病院を受診した。 その後、痛みと腫れが酷くなり、3日

間休み、4日後に本人より報告があり、労災事故が発覚したものである。

53 170101

500

～

999

20フィートコンテナーに1個あたり20～25㎏の貨物を、先ずパレットに



12 14~15

載せた状態で他の作業員がフォークリフトでコンテナー内部にいる該当

者の手前まで運び、そこから手作業で1個ずつコンテナー目いっぱいに計

640個詰め込む作業を行っており、その際パレット上に載っていた貨物が

不安定な形状だった為一部崩れ、右ふくらはぎに落下し、重さと衝撃で

体勢が崩れ、右膝を負傷した。

42 50201
10～

29

12 14~15

倉庫内にて1人で配送準備の作業を行っていたところ、2段積みの上段の

洗濯機（重量30㎏）を自分の胸で受けとめ下に降ろす際、うまく受けと

められず、洗濯機が膝に当たり負傷した。

44 80209 1～9

12 16~17

本社工場1F野菜原料庫内で、社員と2人で排水桝を清掃するため、排水桝

の上のパレットを持ち上げた際に、横に積み上げていた荷が崩れてき

た。 それを手で支えようと持ち上げていたパレットを放したために、足

の上に落下し受傷した。

51 170101
30～

49

12 15~16

玄関から2F客室までお客様のスーツケースを運んでいたとき、階段で手

元がゆるみ左足の親指の上にスーツケースを落とし、親指の爪が割れ内

出血した。

34 140101
30～

49

12 10~11

コピー機の搬入作業で、屋内からトラックへ運んでいる際に、10㎝～15

㎝の段差を越えようとして左足を滑らし、コピー機を左足の上に落とし

たため、地面と挟まった状態になり骨折した。

47 40301 1～9

12 10~11

コピー機の搬入作業で、屋内からトラックへ運んでいる際に10cmから

15cmの段差を越えようとして左足を滑らし、コピー機を左足の上に落と

し地面と挟まった状態になり骨折した。

47 170101

100

～

299

12 10~11
ファクトリー内の開梱エリアで、10㎏の冷凍食材が入った箱を開梱中、

手が滑って足の上に落とし、左足親指に打撲を負った。
58 10109

300

～

499

12 10~11
オフィス家具等の商品をトラックから荷降ろしする際、トラック荷台か

ら商品が倒れ、押し潰される状態になった。
21 40301 1～9

配達に出て、一件目の配達先で荷台観音ドアを開けたときに、荷台上部



12 9~10
から重量約20㎏はあると思われる荷物が足元に落ちてきた。 夜勤者によ

る一次積込のまま出発し、荷崩れが起きて荷物が落下したことが原因で

ある。

43 40301
50～

99

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_08.html

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_08.html
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